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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９
）
の

世
界
的
拡
大
に
よ
り
、
２
０

２
０
年
１０
月
３１
日
―
１１
月
１

日
に
予
定
し
て
い
た
第
３１
回

反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
千
葉

は
１
年
間
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

感
染
状
況
が
ま
だ
ま
だ
収

束
し
な
い
中
、
こ
の
間
「
つ

ど
い
」
実
行
委
員
会
（
ｗ
ｅ

ｂ
開
催
）
で
協
議
し
、
今
ま

で
の
よ
う
な
、
集
合
開
催
は

難
し
い
と
判
断
し
た
。

昨
年
１１
月
１
日
、
第
３１
回

「
つ
ど
い
」
関
連
企
画
と
し

て
、
中
村
桂
子
氏
（
長
崎
大

学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ

ー
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
准
教
授

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

「
被
爆
７５
年
・
核
兵
器
を
巡

る
国
際
情
勢
―
核
兵
器
禁
止

条
約
を
中
心
に
―
」を
行
い
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
の
手

ご
た
え
も
得
た
こ
と
を
う
け

て
、
２
０
２
１
年
１０
月
３０
日

―
同
３１
日
の
２
日
間
、
そ
れ

ぞ
れ
１
日
に
３
時
間
ず
つ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
。

「
つ
ど
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
は
、
「
核
兵
器
禁

止
条
約
で
房
総
の
地
か
ら
核

兵
器
の
暴
走
を
止
め
よ
う
」

は
そ
の
ま
ま
と
し
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
１０
月
３０
日
に
核
兵

器
廃
絶
（
核
兵
器
禁
止
条

約
）、１０
月
３１
日
に
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
に
焦
点

を
当
て
る
こ
と
と
し
た
。

当
初
予
定
し
て
い
た
講
師

の
皆
さ
ん
に
は
引
き
つ
づ
き

予
定
を
確
保
し
て
貰
っ
て
い

た
が
、
１
年
経
過
し
て
情
勢

の
変
化
も
あ
っ
て
、
若
干
の

変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。な

お
、
１
日
目
夜
の
懇
親

会
、
２
日
目
終
了
後
の
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
へ
の
オ
プ

シ
ョ
ン
企
画
も
中
止
と
し

た
。現

地
集
合
開
催
で
な
く
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
メ
リ
ッ

ト
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

歩
で
全
国
か
ら
目
の
前
で
行

わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
る
こ
と
だ
。
交
通
の

時
間
と
費
用
の
節
約
に
な

る
。
延
期
に
な
っ
た
こ
の
１

年
の
世
界
の
情
勢
変
化
と
し

て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准

国
は
５０
カ
国
を
超
え
、
２
０

２
１
年
１
月
２２
日
に
発
効
し

た
。
そ
の
後
も
批
准
国
は
少

し
ず
つ
を
増
え
続
け
て
い

る
。
今
後
は
核
保
有
国
や
そ

の
周
辺
国
家（
日
本
を
含
む
）

を
包
囲
す
る
こ
と
、
と
り
わ

け
日
本
政
府
へ
の
条
約
参
加

へ
の
議
論
と
批
准
を
進
め
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
反
核

医
師
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
紹
介
す
る
。
ぜ
ひ
、
ご

確
認
の
上
、
多
く
の
み
な
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
。２

月
５
日
、
全
日
本
民
医

連
は
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
提
出
＆
新
署
名
推
進
オ
ン

ラ
イ
ン
集
会
」を
開
催
し
た
。

全
日
本
民
医
連
の
増
田
剛
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
「
条
約

発
効
は
人
類
の
歴
史
的
偉

業
、
核
兵
器
廃
絶
は
い
ま
や

全
世
界
的
な
課
題
」
と
強
調

し
た
。
民
医
連
が
集
め
た
署

名
７４
万
筆
は
、
被
団
協
代
表

委
員
の
田
中
煕
巳
氏
に
手
渡

さ
れ
た
。

続
く
学
習
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
国
際
運
営
委
員
の
川
崎

哲
氏
が
、
「
核
兵
器
禁
止
条

約
の
意
義
」
を
テ
ー
マ
に
記

念
講
演
を
行
っ
た
。
核
保
有

国
が
参
加
し
な
い
条
約
は
無

意
味
と
の
批
判
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
非
人
道
兵
器
が

禁
止
さ
れ
て
き
た
経
緯
に
ふ

れ
つ
つ
、
「
非
締
約
国
で
あ

っ
て
も
実
際
に
は
製
造
や
使

用
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
指
摘
し
た
。

全
国
の
民
医
連
の
事
業
所

で
は
１
月
２２
日
の
禁
止
条
約

発
効
を
祝
う
各
地
で
の
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
宣
伝
行
動
が

取
り
組
ま
れ
た
。こ
の
日
は
、

広
島
・
ひ
ま
わ
り
薬
局
の
平

井
充
晴
氏
、
愛
知
・
名
南
病

院
の
吉
岡
モ
モ
医
師
、
長
崎

民
医
連
反
核
平
和
委
員
の
佐

田
幸
江
氏
が
報
告
を
お
こ
な

っ
た
。
吉
岡
氏
は
、
反
核
医

師
の
つ
ど
い
や
学
生
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
医

学
生
が
着
実
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

当
日
の
集
会
の
様
子
は
以

下
で
ご
確
認
い
た
だ
け
る
。

https://youtu.be/IVJ
Jr7EW

Qro

地
震
発
生
の
た
び
、

満
杯
の
使
用
済
み
核
燃

料
３
０
０
０
㌧
プ
ー
ル

の
水
が
漏
れ
、
冷
却
が

困
難
に
な
っ
た
ら
と
考

え
る
。
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
敷
地
内
に
は
２
本
の
活
断
層
が
横

切
り
、
さ
ら
に
東
側
に
は
１
５
０
㎞
の

大
陸
棚
外
縁
断
層
が
存
在
し
、
海
底
で

は
今
も
活
動
が
観
測
さ
れ
る
。
こ
の
巨

大
断
層
が
動
け
ば
、
と
て
つ
も
な
い
被

害
を
起
こ
す
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
す
で
に
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
バ

ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
を
４
５
０
ガ
ル
（
地
震

の
加
速
度
）
で
終
え
て
い
る
が
、
基
準

値
で
７
０
０
ガ
ル
、
中
越
沖
地
震
で
は

９
８
０
ガ
ル
を
観
測
し
た
。
こ
れ
で
は

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
地
震
で
壊
れ

る
。し

か
し
、
耐
震
補
強
工
事
が
完
璧
に

で
き
な
い
事
情
が
あ
る
。
そ
れ
は
２
０

０
６
年
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
（
試
運
転
）
が
さ
れ
、
人

が
立
ち
入
れ
な
い
ほ
ど
高
度
に
放
射
能

汚
染
さ
れ
、
耐
震
補
強
工
事
が
で
き
な

い
危
険
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。独

の
再
処
理
工
場
は
稼
動
前
に
廃
止

が
決
定
の
た
め
放
射
能
汚
染
は
な
く
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
工
場
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
大
き
な
雇
用
も
創
出
し
て
い
る
。

試
運
転
さ
え
な
け
れ
ば
、
工
場
の
解
体

も
容
易
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

日
本
の
硬
直
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
改
め
行
き
場
の
な
い
使
用
済
み
燃

料
、
電
力
需
給
も
変
わ
っ
て
き
た
。
大

規
模
な
ダ
ム
や
無
駄
な
揚
水
発
電
や
、

危
険
な
原
発
を
止
め
、
原
爆
の
材
料
で

あ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
危
険

で
放
射
能
放
出
が
た
っ
た
１
日
で
原
発

１
年
分
に
達
す
る
再
処
理
工
場
の
稼
動

を
や
め
て
ほ
し
い
と
思
う
。（
Ｗ
・
Ｓ
）

第３１回反核医師のつどいin千葉第第３３１１回回反核医師のつどいiinn千千葉葉

反
核
医
師
の
会
ち
ば

代
表
世
話
人

つ
ど
い
実
行
委
員
長

川
村

実

１０月３０日、３１日 オンラインで開催１０月３０日、３１日 オンラインで開催

※予定は４月１５日現在のものです。

全
日
本
民
医
連
が
核
禁
条
約
発
効
を
祝
う

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
「
集
会
」
の
模
様
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核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
を

受
け
て
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
連
絡
会
、
核
兵
器
廃
絶

日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
な
ど
１０

団
体
が
主
催
し
て
、
東
京
・

広
島
・
長
崎
を
つ
な
い
で
記

念
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
・
東
京
か
ら
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

国
連
事
務
次
長
・
軍
縮
担

当
上
級
代
表
・
中
満
泉
氏
は
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効

に
よ
り
、禁
止
条
約
は
広
島
、

長
崎
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
と
い
う
新
た
な
決
意
の
象

徴
と
な
る
」
、
核
兵
器
廃
絶

国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
）
事
務
局
長
・
ベ
ア
ト

リ
ス
・
フ
ィ
ン
氏
は
、
「
核

禁
条
約
の
影
響
が
出
る
の
は

ま
だ
先
だ
。
規
範
が
つ
く
ら

れ
行
動
が
変
化
し
、
核
廃
絶

運
動
は
新
た
な
段
階
に
入

る
。
条
約
発
効
を
生
か
し
、

政
治
的
変
化
を
つ
く
り
出
し

て
欲
し
い
」
、
広
島
出
身
の

被
爆
者
・
サ
ー
ロ
ー
節
子
氏

は
、
「
被
爆
者
の
使
命
を
果

た
す
努
力
を
続
け
て
き
た
。

日
本
政
府
の
核
政
策
を
転
換

さ
せ
、
国
際
社
会
で
倫
理
的

・
政
治
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
日
を
見
届
け

る
ま
で
、
私
た
ち
は
重
い
責

任
を
持
っ
て
い
る
」
と
そ
れ

ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

次
に
、
２
名
の
方
か
ら
発

言
が
あ
っ
た
。

日
本
被
団
協
代
表
委
員
・

田
中
熙
巳
氏
は
、
「
被
爆
者

は
、
核
兵
器
が
二
度
と
使
用

な
い
よ
う
に
と
の
思
い
で
廃

絶
を
願
い
、行
動
し
て
き
た
。

長
い
期
間
の
中
で
、
被
爆
者

の
訴
え
が
国
際
的
な
署
名
と

し
て
広
が
り
、
国
連
で
核
禁

条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の

一
方
で
、
核
保
有
国
と
同
盟

国
、
日
本
政
府
が
条
約
に
署

名
・
批
准
し
な
い
。
日
本
政

府
に
署
名
・
批
准
さ
せ
る
運

動
を
大
き
く
展
開
し
、
日
本

政
府
が
核
廃
絶
の
世
界
の
リ

ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
を
求
め

た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
反
核
法
律
家
協
会
理

事
・
田
部
知
江
子
氏
は
、「
２

０
１
６
年
４
月
に
被
爆
者
の

呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
『
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
』
は
日

本
国
内
、
世
界
各
国
の
諸
団

体
と
も
連
携
し
て
取
り
組

み
、
１
３
７
０
万
２
３
４
５

人
分
を
国
連
に
提
出
し
た
。

今
年
は
、
８
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
な
ど
が
あ
る
。
国

内
で
は
秋
ま
で
に
総
選
挙
が

行
わ
れ
る
。
日
本
政
府
に
条

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る

署
名
も
始
ま
っ
た
。
様
々
な

力
を
結
集
し
大
き
な
運
動
を

つ
く
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

第
２
部
の
広
島
か
ら
は
、

ま
ず
、
湯
崎
英
彦
広
島
県
知

事
と
松
井
一
實
市
長
が
挨
拶

さ
れ
た
。

湯
崎
、
松
井
両
氏
は
、「
先

頭
に
立
ち
、
運
動
を
し
て
い

た
だ
い
た
被
爆
者
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
。

私
た
ち
の
世
界
に
は
核
兵
器

は
不
要
で
あ
る
。
平
和
で
共

生
で
き
る
世
界
を
つ
く
る
た

め
、
核
兵
器
廃
絶
の
ゴ
ー
ル

に
向
け
て
歩
み
続
け
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

次
に
、
被
爆
者
代
表
・
佐

久
間
邦
彦
氏
は
、
「
被
爆
７６

年
目
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が

発
効
し
た
。
そ
れ
を
祝
い
、

今
日
は
、
朝
か
ら
広
島
市
内

で
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行
っ

た
。
私
は
平
和
を
つ
く
る
人

に
な
り
た
い
。
私
た
ち
は
核

兵
器
の
な
い
青
い
空
を
守
る

た
め
、一
緒
に
頑
張
り
た
い
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

核
兵
器
廃
絶
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ

連
絡
会
主
催
で
、２
月
１２
日
、

自
民
、
公
明
、
立
民
、
国
民
、

共
産
、
社
民
、
維
新
、
れ
い

わ
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
の
各
党

代
表
者
が
参
加
し
日
本
政
府

の
核
禁
条
約
批
准
や
核
軍
縮

に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
。

自
民
の
代
表
者
は
、
従
来

の
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国

と
の
橋
わ
た
し
と
述
べ
、
公

明
の
代
表
者
は
、
現
状
で
は

米
国
の
核
抑
止
に
頼
ら
ざ
る

と
得
な
い
と
発
言
し
た
。

立
民
の
代
表
者
は
、
核
抑

止
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

を
前
提
と
し
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
参
加
を
否
定
し

た
。共

産
、
社
民
、
れ
い
わ
の

代
表
者
は
、
日
本
政
府
に
条

約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め

た
。各

党
の
発
言
を
受
け
、
日

本
被
団
協
代
表
委
員
の
田
中

熙
巳
氏
は
、
「
核
兵
器
の
存

在
自
体
を
認
め
て
は
い
け
な

い
。
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て

日
本
政
府
は
直
ち
に
核
兵
器

禁
止
条
約
に
批
准
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

中
央
大
学
教
授
の
目
加
田

説
子
氏
は
、
「
日
本
政
府
は

核
保
有
国
と
非
保
有
国
と
の

橋
渡
し
と
は
、
具
体
的
に
何

を
す
る
の
か
、
説
明
責
任
を

果
た
し
行
動
す
る
べ
き
だ
」

と
述
べ
た
。

第
３
部
・
長
崎
か
ら
、
田

上
冨
久
長
崎
市
長
と
髙
田
明

氏
（
（
株
）
Ａ
ａ
ｎ
ｄ
Ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
代
表
取
締
役
・
ジ
ャ
パ

ネ
ッ
ト
た
か
た
元
社
長
）
に

よ
る
ト
ー
ク
「
い
か
そ
う
核

兵
器
禁
止
条
約
」
が
開
催
さ

れ
た
。

田
上
氏
は
、
「
核
兵
器
禁

止
条
約
は
、
国
連
で
、
小
さ

な
国
が
動
か
し
て
き
た
。
大

国
が
こ
う
や
り
な
さ
い
と
言

っ
て
も
、う
ま
く
い
か
な
い
。

長
崎
の
場
合
は
、
運
動
の
担

い
手
と
し
て
、
高
校
生
平
和

大
使
の
活
動
な
ど
が
あ
る
。

高
校
生
、
大
学
生
も
い
る
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
髙
田
氏
は
、
「
商

品
・
製
品
も
、
企
業
の
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
や
製
品
名
だ
け

で
は
売
れ
な
い
時
代
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
企
業
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
対
応
で
き
な
い
と
、

消
費
さ
れ
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

今
年
１
月
２２
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
菅
政

権
は
条
約
に
背
を
向
け
て
い
る
。
日
本

政
府
に
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め

る
署
名
活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。
署
名

用
紙
は
、
反
核
医
師
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
！

◇日時：２０２１年６月１３日（日）１０：３０～１５：００（総会は１０：３０―１２：３０）
◇場所：東京・渋谷区・新宿農協会館４階保団連大会議室

・第１７回全国大会総会（午前中）オンライン併用
・記念講演（午後１～３時）オンライン併用
テーマ：「TPNW発効以降の国際的な動向と８月のNPT再検討会議の

課題」（仮題）
・長崎大学核兵器廃絶研究センター（ＲＥＣＮＡ）
副センター長教授の鈴木達治郎教授

新型コロナ感染拡大のため、中止・延期とします。

１・２３１・２３

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
核
な
き
世
界
へ
ス
タ
ー
ト
」集
会
開
催

反 核 医 師 の 会反 核 医 師 の 会
第１７回全国大会のお知らせ第１７回全国大会のお知らせ

第
１
部
・
東
京
か
ら

第
３
部
・
長
崎
か
ら

第
２
部
・
広
島
か
ら

２・１２２・１２

核
兵
器
禁
止
条
約
と
日
本
の
核
軍
縮
政
策
に
関
す
る

国
会
議
員
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
討
論
会
開
催

反核医師の会は、会員のみなさまの会費と、主旨に賛同いただいている募金に
よって運営しています。
２０２１年は「つどい」を１０月３０日～１０月３１日にオンラインで開催するなど様々な取
り組みが予定されています。
２０２１年度（２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日）の会費納入のほど、よろしくお
願いいたします。
個人会員（医師・歯科医師、医学者） １０，０００円
研修医（卒後２年まで） ３，０００円
医・歯学生会員 １，０００円
賛助会員 １，０００円

振込先
◇りそな銀行 新都心営業部 普通 １ ５ ５ ７ ５ ０ ２
「反核医師・医学者の集い」
◇ゆうちょ銀行 （他銀行からの振り込みの場合） ○一九支店
当座 ０ ０ ５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」
◇郵便振替 ０ ０ １ ７ ０－７－５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」

会費納入のおねがい

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を

日
本
政
府
に
求
め
る
署
名
に
ご
協
力
を
！

１
月
２３
日

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
記
念
集
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

２
月
１２
日

国
会
議
員
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
討
論
会
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社会的責任投資の観点から、非人道兵器に対する与信行為や投資を
禁止する明文化されたポリシーを定めておられますか？

図１　質問と回答１

43.6%43.6%

13.0%13.0%

13.0%13.0%

30.4%30.4%

（質問１で「定めている」と回答した場合）非人道兵器には
核兵器を含むと解釈されていますか？

図２　質問と回答１－③ 

含まれることをポリシーに明記している

明記していないが、核兵器は
含まれると解釈している

85.7％85.7％

14.3%14.3%

近
畿
各
府
県
の
反
核
医
師
の
会
等
で
つ
く
る
近

畿
反
核
医
師
懇
談
会
は
１
月
１６
日
、
大
阪
市
内
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
金
融
機
関
の
核
兵
器
製
造
企
業

へ
の
投
融
資
に
関
す
る
調
査
の
マ
ス
コ
ミ
発
表
を

行
っ
た
。

飯
田
哲
夫
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
「Don't

BankontheBomb

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
リ
ー
ダ

ー
（
京
都
）
が
挨
拶
し
、
「
２
年
前
に
京
都
で
開

催
し
た
『
反
核
医
師
の
つ
ど
い
』
で
こ
の
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
、
運
動
の
継
続
を
確
認
し
、
近
畿
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。
こ
の
運
動
は
自
分

の
利
用
し
て
い
る
金
融
機
関
を
通
じ
る
の
で
参
加

し
や
す
い
。
ま
だ
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
大
き
く
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

武
村
義
人
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
副
リ
ー
ダ
ー
（
兵

庫
）
が
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。
調
査
は
、
昨
年

夏
に
２
０
０
金
融
機
関
（
銀
行
等
１
５
８
行
、
生

命
保
険
会
社
４２
社
）
に
公
開
質
問
状
を
送
付
し
、

三
井
住
友
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
み
ず
ほ
の
三
大
メ
ガ

バ
ン
ク
を
含
む
２３
機
関
（
銀
行
等
１８
行
、
生
命
保

険
会
社
５
社
）
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

非
人
道
兵
器
に
対
す
る
与
信
行
為
や
投
資
を
禁

止
す
る
明
文
化
さ
れ
た
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
、「
定

め
て
い
る
」
と
し
た
の
は
三
井
住
友
・
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
・
み
ず
ほ
・
り
そ
な
・
紀
陽
・
高
知
各
銀
行
、

第
一
生
命
の
７
機
関
。
「
特
に
明
文
化
は
し
て
い

な
い
が
、
禁
止
し
て
い
る
」
が
１０
行
、
「
特
に
禁

止
は
し
て
い
な
い
」が
３
行
だ
っ
た（
図
１
）。

「
定
め
て
い
る
」
と
し
た
７
機
関
中
、
非
人
道
兵

器
に
核
兵
器
を
含
め
て
い
る
か
と
い
う
問
い
に

「
明
文
化
し
て
含
め
て
い
る
」
が
１
行
（
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
）
、
「
明
文
化
は
し
て
い
な
い
が
含
ま
れ
る

と
解
釈
し
て
い
る
」が
６
行
で
あ
っ
た（
図
２
）。

核
兵
器
関
連
の
製
造
に
か
か
わ
る
企
業
へ
の
投

融
資
に
つ
い
て
、
「
与
信
供
与
・
投
資
共
に
し
て

い
な
い
」
と
の
回
答
が
１５
機
関
、
「
融
資
は
核
兵

器
に
使
わ
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
与

信
供
与
・
投
資
は
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
」
が

３
機
関
、
「
特
別
な
ポ
リ
シ
ー
は
な
い
」
が
１
機

関
と
な
っ
た
。

武
村
氏
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｐ
Ａ
Ｘ
」

の
調
査
で
は
核
兵
器
製
造
企
業
に
投
資
を
し
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み
ず
ほ
、

三
井
住
友
が
、
非
人
道
的
兵
器
に
対
す
る
与
信
行

為
や
投
資
を
禁
止
す
る
ポ
リ
シ
ー
を
「
定
め
て
い

る
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ポ
リ
シ
ー
は
核
兵
器
製
造
企
業
自
体
へ
の
投

融
資
で
は
な
く
、
製
造
へ
の
投
融
資
に
限
っ
て
禁

止
し
て
い
る
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。

松
井
和
夫
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
副
リ
ー
ダ
ー
（
和

歌
山
）
は
、
「
り
そ
な
は
核
兵
器
製
造
企
業
に
投

融
資
し
な
い
と
明
文
化
し
、
三
井
住
友
、
み
ず
ほ
、

Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
ポ
リ
シ
ー
は
ま
だ
限
定
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
こ
れ
ら
４
行
は
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
に
つ
い
て

は
非
人
道
性
を
考
慮
し
て
企
業
に
対
す
る
投
融
資

を
し
な
い
と
明
記
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾

と
同
様
に
核
兵
器
も
非
人
道
的
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。
調
査
結
果
の

詳
細
は
、
反
核
医
師
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
らD

on'tBankontheBomb

特
設
サ
イ
ト
も
し

く
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

マスコミ発表の模様（左から、飯田、武村、松井各氏）

近畿反核医師懇談会では、Don’t Bank on the
Bombキャンペーンを推進するために、YouTubeチャ
ンネルで動画配信をしています。

YouTubeチャンネル「Human Dignity～核廃絶への
道」として、Dr.Kazuoが Don’t Bank on the Bomb
について、シリーズで解説しています。
また、YouTubeチャンネル「反核医師の声」では、こ

れまで２回にわたって、近畿のメンバーを中心に一言メ
ッセージ動画を配信しています。

ぜひ、チェックして、チャンネル登録をお願いします。

今回の調査結果と併せて、「反核医師の会」ホームペ
ージのトップページに Don’t Bank on the Bomb 特
設サイトのバナーをリンクしています。もしくは、右上
のＱＲコードからご覧ください。

近畿反核医師懇談会・金融機関の
核製造企業投融資に関する調査結果発表

核
兵
器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資
に

関
す
る
調
査
結
果
を
発
表

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDoooooooooooooooooooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn''''''''''''''''''''''''''''''''tttttttttttttttttttttttttttttttt BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaannnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk oooooooooooooooooooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn tttttttttttttttttttttttttttttttthhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhheeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBoooooooooooooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDoooooooooooooooooooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn''''''''''''''''''''''''''''''''tttttttttttttttttttttttttttttttt BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaannnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk oooooooooooooooooooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn tttttttttttttttttttttttttttttttthhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhheeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBoooooooooooooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
（核兵器に頼るな！ お金を貸すな！）

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

YouTubeチャンネル
「反核医師の声」

Don’t Bank on the Bomb
関連動画の配信も行っています
Don’t Bank on the Bomb
関連動画の配信も行っています

YouTubeチャンネル
「Human Dignity

～核廃絶への道」
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２
０
２
１
年
１
月
２０
日
、

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
を
含

め
、
医
療
や
介
護
に
携
わ
る

者
が
、
な
ぜ
反
核
平
和
運
動

に
取
り
組
む
の
か
を
改
め
て

学
ぶ
た
め
に
、
「
核
戦
争
防

止
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

山
梨
県
医
師
・
医
学
者
の

会
」
（
略
称
：
山
梨
県
反
核

医
師
・
医
学
者
の
会
、
会
長

林

武
之
輔
）
は
、
山
梨
県

保
険
医
協
会
と
共
同
で
学
習

会
を
企
画
し
た
。

学
習
会
は
、
２
０
２
１
年

き

き

ま
は
じ
め

１
月
２０
日
、
聞
間
元
氏
を
講

師
に
「
医
療
・
介
護
と
反
核

平
和
」
を
テ
ー
マ
に
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。
民
医
連
の

事
業
所
・
保
険
医
協
会
に
所

属
す
る
医
師
・
歯
科
医
師
や

放
射
線
技
師
、
職
員
や
医
学

生
ら
約
２０
名
が
参
加
し
た
。

参
加
し
た
医
学
生
か
ら
感
想

を
い
た
だ
い
た
。

聞
間
先
生
の
お
話
を

伺
っ
て
考
え
た
こ
と

山
梨
大
学
医
学
部
３
年

聞
間
先
生
の
お
話
は
、
核

兵
器
に
関
す
る
歴
史
的
な
経

緯
や
世
界
の
現
状
、
聞
間
先

生
が
被
爆
者
の
方
々
と
共
に

行
っ
て
き
た
活
動
に
関
す
る

も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
お

話
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な
若

い
世
代
が
「
平
和
っ
て
何

？
」
、
「
平
和
を
守
る
た
め

に
は
何
が
で
き
る
の
？
」
と

い
っ
た
問
い
に
自
分
な
り
の

答
え
を
見
つ
け
て
い
く
た
め

に
、
大
変
参
考
に
な
る
お
話

だ
と
思
い
ま
し
た
。

歴
史
的
な
経
緯
に
関
し
て

は
、
生
物
・
化
学
兵
器
や
対

人
地
雷
な
ど
小
国
で
も
作
れ

る
武
器
は
そ
れ
ら
を
禁
止
す

る
条
約
を
作
る
こ
と
が
大
国

に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
る
一

方
、
莫
大
な
資
金
や
高
い
技

術
力
を
必
要
と
す
る
核
開
発

は
長
年
廃
絶
さ
れ
ず
に
き
た

こ
と
を
知
り
、
こ
の
度
発
効

し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の
理

念
の
も
と
平
和
を
求
め
る
市

民
の
声
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
キ
ニ
労
災
訴
訟

な
ど
聞
間
先
生
が
関
わ
っ
て

き
た
活
動
に
つ
い
て
も
、
感

銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
活

動
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
人

と
の
繋
が
り
が
で
き
何
を
考

え
た
か
な
ど
、
よ
り
細
か
い

お
話
も
伺
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
度
は
貴
重

な
ご
講
演
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

寒
波
の
襲
来
し
た
オ
ハ
イ

オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
公
立

図
書
館
を
舞
台
に
し
た
痛
快

な
映
画
で
あ
る
。
文
字
通
り

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
な
施
設
で

あ
る
図
書
館
は
日
頃
か
ら
ホ

ー
ム
レ
ス
た
ち
に
読
書
の
み

な
ら
ず
、
屋
根
や
洗
面
を
提

供
す
る
施
設
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
図
書
館
に
一
夜
の
暖
を

求
め
て
７０
名
の
ホ
ー
ム
レ
ス

が
訪
れ
、
顔
な
じ
み
の
図
書

館
職
員
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（
エ

ミ
リ
オ
・
エ
ス
テ
ベ
ス
本
人
）

を
巻
き
込
ん
で
立
て
こ
も

る
。
挫
折
体
験
の
豊
富
な
ス

チ
ュ
ア
ー
ト
は
図
書
館
に
対

す
る
愛
情
と
誇
り
か
ら
、
ホ

ー
ム
レ
ス
た
ち
の
「
平
和
的

な
デ
モ
」
と
行
動
を
共
に
す

る
こ
と
に
し
た
。
図
書
館
の

周
囲
に
は
、
強
行
姿
勢
を
見

せ
た
い
検
事
や
視
聴
率
を
稼

ぎ
た
い
マ
ス
コ
ミ
、
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
の
上
司
や
友
人
が
様

々
な
思
い
で
待
機
し
て
い

る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
警
察

が
暴
力
的
な
鎮
圧
に
乗
り
出

す
、
そ
の
寸
前
に
ス
チ
ュ
ア

ー
ト
と
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
は

奇
襲
に
打
っ
て
出
る
。

ま
さ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
は

弱
者
の
た
め
に
存
在
す
る
は

ず
で
、
現
代
の
米
国
で
は
図

書
館
が
そ
の
象
徴
的
な
存
在

の
よ
う
だ
。
職
務
に
忠
実
な

図
書
館
長
の
セ
リ
フ
は
い
ち

い
ち
素
晴
ら
し
い
。
「
市
民

の
情
報
の
自
由
の
た
め
に
全

人
生
を
捧
げ
て
来
た
」
と
検

察
に
物
を
言
い
、
「
公
立
図

書
館
は
こ
の
国
の
民
主
主
義

の
砦
だ
。
戦
場
に
は
さ
せ
な

い
」
と
図
書
館
占
拠
に
加
わ

っ
て
し
ま
う
。
災
害
時
の
避

難
所
に
さ
え
ホ
ー
ム
レ
ス
を

受
け
入
れ
な
い
日
本
の
自
治

体
に
図
書
館
ご
と
輸
入
し
た

い
く
ら
い
で
あ
る
。
米
国
映

画
で
は
民
主
主
義
や
自
由
と

い
う
魔
法
の
言
葉
が
最
強
の

手
札
で
あ
り
、
正
義
の
軸
と

な
る
こ
と
が
多
い
。

一
方
で
こ
の
正
義
が
ち
ぐ

は
ぐ
な
運
用
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
映
画
の
中
で

は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
多
く
が
退

役
軍
人
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。「
国
の
た
め
に
奉
仕
し
て

来
た
結
果
が
こ
れ
な
の
か
」

と
い
う
彼
ら
の
主
張
は
一
見

も
っ
と
も
な
の
だ
が
、
軍
人

と
し
て
地
球
上
の
ど
こ
で
誰

と
戦
っ
て
来
た
の
か
、
こ
れ

を
抜
き
に
私
は
米
国
の
映
画

を
見
る
こ
と
は
な
い
し
正
義

を
語
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

「
公
共
の
施
設
が
社
会
的
弱

者
を
助
け
る
こ
と
は
道
徳
上

の
任
務
（
エ
ス
テ
ベ
ス
監

督
）」と
い
う
段
階
か
ら
一
歩

踏
み
出
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ

や
沖
縄
、
そ
し
て
被
爆
者
…

米
国
が
作
り
出
し
た
地
球
上

の
社
会
的
弱
者
に
も
目
を
向

け
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
米
国
映
画
な

ら
で
は
の
楽
し
い
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
い
た

だ
き
た
い
。

（
常
任
世
話
人

布
村
眞
季
）

２
０
１
６
年
４
月
か

ら
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆

者
た
ち
が
、
戦
争
被
爆
に

よ
る
体
験
を
、
後
世
の
人

々
に
さ
せ
た
く
な
い
と
し

て
開
始
し
た
「
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が

訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際

署
名
」
（
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
）
は
、
１
月

８
日
ま
で
に
、
１
３
７
０

万
２
３
４
５
人
分
を
国
連

に
提
出
し
た
。

こ
の
間
、
世
界
で
は
、

２
０
１
７
年
７
月
７
日
、

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約

が
採
択
さ
れ
、
昨
年
１０
月

２４
日
に
こ
の
条
約
の
批
准

国
が
５０
カ
国
に
な
り
、
今

年
１
月
２２
日
、
同
条
約
が

発
効
し
た
。

ま
た
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
平
和
、
軍
縮
お
よ
び

人
権
団
体
な
ど
に
贈
ら
れ

る
シ
ョ
ー
ン
・
マ
ク
ブ
ラ

イ
ド
賞
（
２
０
２
０
年
）

を
、
核
兵
器
禁
止
条
約
発

効
に
貢
献
し
た
と
い
う
理

由
で
受
賞
し
、
同
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
賞
式
が
行

わ
れ
た
。

受
賞
に
あ
た
り
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
連
絡
会

代
表
で
日
本
被
団
協
の
田

中
熙
巳
氏
が
、
長
崎
で
の

被
爆
の
体
験
と
核
兵
器
廃

絶
運
動
、
被
爆
者
運
動
の

歴
史
を
語
っ
た
。
核
兵
器

禁
止
条
約
は
発
効
し
た

が
、
唯
一
の
被
爆
国
の
日

本
に
署
名
・
批
准
さ
せ
る

こ
と
や
、
核
保
有
国
と
同

盟
国
の
核
政
策
を
変
え
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
意
を
語
っ
た
。

こ
の
署
名
活
動
推
進
の

た
め
結
成
さ
れ
た
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
連
絡

会
」（
全
日
本
民
医
連
・
保

団
連
も
加
盟
）
は
３
月
１７

日
に
、
最
後
の
連
絡
会
会

議
を
開
催
。
こ
の
日
を
も

っ
て
、
「
連
絡
会
」
の
諸

活
動
を
終
了
し
た
。

な
お
、
現
在
「
唯
一
の

戦
争
被
爆
国

日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

１３７０万２３４５
人分を国連へ

山
梨
県
医
師
・
医
学
者
の
会

山
梨
県
医
師
・
医
学
者
の
会

連絡会の活動終了

「医療・介護と反核平和」の
オンライン学習会を開催

「医療・介護と反核平和」の
オンライン学習会を開催

ヒバクシャ国際署名
３．１７３．１７

シ
ョ
ー
ン
・
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
賞
受
賞

シ
ョ
ー
ン
・
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
賞
受
賞

エ
ミ
リ
オ
・
エ
ス
テ
ベ
ス
監
督
作
品
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２
０
２
０
年
公
開

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
図
書
館
の
奇
跡
」

（
原
題:

The
Public

）

静岡県保険医協会理事長
反核医師の会常任世話人 聞間 元
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